つてお 茶で もお 煎れに なって はどうで すか。 春の 着物 

の 御用 意 はいか > です。 湯の しんくと 沸き立った 銅 

壷の 傍で 縫物 をして 下さい。 あなたの 良人 は 間もなく 

手先 を 赤く して 帰って来 るで せう。 それまで あなた は 

過ぎ去った 秋の 物 思 ひに 耽って はいけ ません。 秋に は 

幸福が ありません。 さァ 家の 中へ 這 入らう では ありま 

せんか。 もし 炭 箱へ 手 を 入れる ことが お 嫌 ひなら 手袋 

を 借し ませう。 水 は 冷めた くと も 間もなく 帰る 良人の 

手先 を考 へて おやりなさい。 花々 はま だ 花屋の 窓の 中 

で 凋んで は をり ません。 暖炉の 上の 花瓶から 埃り をと 

つて 先づ 一 輪の 水仙 を 差し 給へ。 縁の 上で は暖く 日光 



が 猫 を 眠らせ、 小犬 は 明るい 自分の 影に 戯れて ゐる箬 

です。 だが、 あなた は あの 山茶花 を 見て はなり ません。 

あの 花 は あれ は 淋しい。 物置の 影で 黙然と 咲きながら 

散って 行きます。 あなた は 快活に 白い 息 をお 吐きな さ 

い。 あの 散り 行く 花弁に 驚いて 飛び立つ 鳥の やうに。 

眼 をく る/ \ むいて 白い 大根 を か、 へ て 勝手元で お 笑 

ひなさい。 良人の 持って 帰った 包から は あなたの 新ら 

しい ショ— ルが 飛び出る でせ う。 しかし、 春 は 間 もな 

く 来る のです。 手水 鉢の 柄杓の 周囲で 蜜蜂の 羽音が 聞 

えます。 村から 街へ 登る 車の 数が 日増しに 増して 参り 

ます。 百舌 は 遠い 国へ 帰って 行き、 枯 枝から は 芽が 
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